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概要 
HP UPS T750は、最大750VA/500Wの負荷を電源障害から保護

します。 

このカードで説明する項目について詳しくは、UPSのユーザ ガイ

ドを参照してください。 
 

注意事項 
このカードを大切に保管しておいてください。このカードには、

UPSとバッテリの取り付け、操作、およびメンテナンスの際に従う

べき安全に関する重要な注意事項が示されています。 

 警告：高電圧による感電の危険があります。オプションの

取り付け、この製品の定期点検および保守については、AC
電源製品の取り扱い手順、注意事項、および危険性を熟知

している専門の担当者が行ってください。 

 警告：漏電による感電を防止するために、次の点に注意し

てください。 
• 商用電源との接続が切断されている状態でUPSを操作

しないでください。 
• UPSと商用電源の接続を切断する前に、負荷装置の接

続を切り離してください。 

 警告：けがを防止するために、UPSを搬入する際は、十分

なスペースを準備し、ご使用の地域で定められた重量のあ

る装置の安全な取り扱いに関する規定に従ってください。

組み立て完了後のUPSの重量は13.6kgあります。 
 

電気要件 
 警告：火災や感電を防止するために、装置は温度および湿

度調整が行われ、導電性の汚染物質のない室内に設置して

ください。 
 

バッテリ再充電日付の確認 
UPSの開梱前に、梱包箱に貼付されているバッテリの再充電日付ラ

ベルを確認してください。 

 重要：再充電日付を過ぎたバッテリを使用しないでくださ

い。バッテリ再充電日付ラベルに示されている日付を過ぎ

ているのにバッテリを再充電していない場合は、HPのサー

ビス窓口にご連絡ください。 

UPS キットの内容 
• 『安全に使用していただくために』ガイド 

• このカードやドキュメンテーションCD 

• 保証情報 

• UPS 

• バッテリ モジュール（取り付け済み） 

• フロント ベゼル（取り付け済み） 

• 通信ポート/オプション スロット（取り付け済み） 

• シリアル コンピュータ インタフェース ケーブル 

• USBコンピュータ インタフェース ケーブル 

• 負荷装置電源用ジャンパ コード 

HP Enterprise Infrastructure Solutions Management Pack CDを所有し

ている場合は、CDを使用してHP Power Managerソフトウェアをイ

ンストールしてください。HP Power ManagerおよびUPSファーム

ウェアの最新バージョンをダウンロードするには、HPのWebサイト

http://www.hp.com/jp/servers/ups_manageを参照してください。 

バッテリの接続 
 警告：この装置には、密閉式鉛蓄電池モジュールが入って

います。発火や化学火傷を防止するために、次の注意事項

を守ってください。 

• 装置から取り外した後のバッテリを再充電しないでく

ださい。 
• バッテリを分解したり、つぶしたり、穴を開けたりし

ないでください。 
• バッテリの外部端子をショートさせないでください。 
• バッテリを水に浸けないでください。 
• 40ºC以上の高温にさらさないでください。 

 警告：高電圧による感電を防止するために、次の点に注意

してください。 

• 腕時計、指輪、またはその他の金属製の装身具を外し

てください。 
• 絶縁材でできた持ち手のある工具を使用してください。 
• バッテリの上に工具や金属製の部品を置かないでくだ

さい。 

 重要：以下の作業を実行する前に、装置の電源を切り、商

用電源から切り離してあることを確認してください。 

1. UPS用フロント ベゼルを取り外します。 

 
 

2. 負（黒色）のリード線をバッテリの負端子に接続します。 

 
 
 

 注：バッテリを接続する際に、多少のアーク放電が発生す

ることがあります。これは正常な現象であり、装置が損傷

したり安全上の問題を示したりするものではありません。 

3. UPS用フロント ベゼルを元に戻します。 
 



UPS の電圧設定の選択 
 重要：日本における標準の入力電圧は100Vとなります。下

の表を参照して、出力電圧が100Vの場合のDIPスイッチの

設定を行ってください。 

小さな工具を使用して、UPSのリア パネルおよび次の表に記載さ

れた必要な電圧設定に従って、DIPスイッチの位置を変更します。 

 

 注：アスタリスク（*）は、デフォルト設定を示します。 
            

 出力電圧 入力電圧範囲 DIP 
スイッチ2 

DIP 
スイッチ1 

 

T750 100V 90～106V 下 上 

 110V 99～116V 上 下 

 120V 108～127V 上 上 

 120V* 108～127V 下 下 
 

 

ホスト コンピュータの接続 
 注意：通信ポートとホスト コンピュータとの接続には、

UPSに付属のコンピュータ インタフェース ケーブルのみ

を使用してください。 

UPSに同梱のUSBケーブルまたはDB9シリアル ケーブルを使用して、

UPSをホスト コンピュータに接続します。HP Power Managerソフ

トウェア4.0以上をホスト コンピュータにインストールします。

HPのWebサイトhttp://www.hp.com/jp/servers/ups_manageを参

照して、最新バージョンのHP Power Managerをダウンロードして

ください。 

 注：ソフトウェアのインストールと設定については、ソフ

トウェアのユーザ ガイドを参照してください。ソフトウェ

アのユーザ ガイドは、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/ 
jp/servers/ups_manageからダウンロードできます。 

 

シリアル通信ポートの接続 

 
 

USB 通信ポートの接続 

 
 

サージ プロテクタの接続 
 注意：装置の損傷を防止するため、サージ プロテクタは標

準の電話回線でのみ使用し、デジタルPBXでは使用しない

でください。 

装置をネットワーク データ回線経由のサージから保護するには、

以下の手順を実行してください。 

1. モジュラー ジャックとUPSのサージ プロテクタのINジャック

を接続します。 

2. 装置をUPSのサージ プロテクタのOUTジャックに接続します。 

 

UPS の商用電源への接続 
 警告：感電や装置の損傷を防止するために、次の点に注意

してください。 

• 入力電源コードは、簡単に手の届くところにある装置

付近のアース付きコンセントに接続してください。 
• 入力電源コードのアース付きプラグは必ず使用してく

ださい。アース付きプラグは、安全上重要な機能です。 
• 延長コードは使用しないでください。 

UPS電源コードをアース付き商用電源コンセントに接続します。UPS
を接続すると、バッテリの充電が始まり、サージ保護専用に指定さ

れた出力ソケットから電力が提供されます。装置の電源を入れるま

で、サージおよびバッテリ バックアップ用に指定された出力ソケッ

トで電力は提供されません。 
 

UPS への装置の接続 
 注意：バッテリ バックアップ保護用に指定されたUPSの出

力ソケットに、レーザー プリンタを接続しないでください。

レーザー プリンタは瞬間的に電流を消費するため、UPSが
過負荷になる可能性があります。消費電力の大きい装置は

すべてサージ保護専用の出力ソケットに接続してください。 

装置を接続する前に、装置の定格がUPSの容量を超えていないかど

うかを調べて、UPSが過負荷にならないことを確認します。装置の

定格がアンペアで記載されている場合、アンペアの数値に120を掛

けて、ボルトの値を調べてください。 

UPSが過負荷にならないことを確認したら、装置の電源コードを、

UPSのリア パネルにある出力ソケットに接続してください。 

UPS バッテリの充電 
UPSの運用を開始する前に、バッテリを充電してください。 

 重要：バッテリを使用して装置へのバックアップ電源を供

給する前に、少なくとも24時間充電してください。バッテ

リの充電状態は次のとおりです。 

• 4時間以内に容量の90% 
• 24時間以内に容量の100% 

 

UPS の電源投入 
UPSからビープ音が鳴るまでPower On/Standbyボタン（1）を押し

続けます。電源LEDが緑色で点灯し、UPSの出力ソケットで電源が

供給されていることが示されます。 

 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 1
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (Color Management Off)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU <>
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


